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自
分
に
と
っ
て
大
切
な
資
料
も
、
そ
の
価
値
を
認
め
な
い
人
々
に

と
っ
て
は
、
単
な
る
紙
屑
の
山
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
分
の
生
命
の

充
実
し
た
内
に
、
こ
の
古
書
及
び
資
料
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
し
た
。

付

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
へ
の
寄
贈

大
滝
紀
雄
先
生
に
御
願
い
し
て
、
本
年
こ
九
九
八
）
三
月
十
七
日
、

高
木
兼
寛
先
生
の
書
、
初
期
の
医
学
生
の
筆
記
ノ

l
ト
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
描
い
た
と
思
わ
れ
る
人
体
解
剖
書

・
成
医
会
講
習
所
の
学
生

と
、
海
軍
軍
医
学
校
の
学
生
の
並
ん
だ
写
真
等
を
、
直
接
岡
村
哲
夫

学
長
先
生
に
お
渡
し
し
て
慈
恵
会
医
科
大
学
の
資
料
館
に
納
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

同
神
戸
大
学
医
学
部
に
寄
贈

岡
田
安
弘
生
理
学
教
授
の
御
来
訪
を
受
け
、
神
戸
医
学
校
生
「
池

田
宇
之
助
」
の
講
義
筆
記
ノ

l
ト

（
明
治
十
八
年
）
の
内
科
学
・外
科

学
等
八
冊
を
寄
贈
し
、
神
戸
大
学
医
学
部
五
十
年
史
に
掲
載
さ
れ
た
。

同
日
本
医
科
大
学
校
史
編
纂
室
へ
寄
贈

数
百
冊
の
「
済
生
学
舎
」
の
資
料
、
全
て
を
寄
贈
し
て
、
自
分
の

医
史
学
研
績
の
指
標
と
し
た
い
。
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古
河
市
に
あ
る
医
学
資
料
と
保
存

｝｜｜ 

島

’陶

あ
づ
ま
う
た

関
東
平
野
の
中
心
古
河
の
地
は
万
葉
東
歌
の
頃
か
ら
平
安

・
鎌

倉

・
室
町
へ
と
武
士
矯
据
の
地
で
あ
り
、
室
町
末
か
ら
足
利
氏
鎌
倉

幕
府
が
古
河
に
逃
避
し
て
来
た
為
に
、
初
代
足
利
成
氏
か
ら
二
代
政

氏
の
移
行
期
に
阪
東
足
利
学
校
か
ら
医
聖
田
代
三
喜
を
迎
え
た
。

そ
れ
で
戦
乱
関
西
を
避
け
て
足
利
学
校
に
学
ん
で
い
た
曲
直
瀬
道

三
が
学
成
っ
て
、
京
へ
の
帰
路
古
河
の
三
喜
に
入
門
し
て
李
朱
医
学

を
学
ん
だ
。

古
河
に
は
三
喜
の
墓
と
、
三
喜

・
道
三
と
が
死
の
別
れ
に
二
人
の

涙
を
硯
に
落
と
し
て
書
い
た
医
書
「
涙
墨
紙
」
の
み
が
残
っ
た
（
古

河
歴
史
博
物
館
蔵
）
。
三
喜
の
木
像
・
過
去
帖
は
古
河
市
一
向
寺
に
あ

る。
江
戸
時
代
徳
川
幕
府
と
な
る
と
岩
槻

・
古
河
・
宇
都
宮
は
日
光
街

道
の
将
軍
宿
城
の
重
要
拠
点
と
な
っ
た
為
に
多
数
の
有
力
譜
代
大
名

が
交
代
で
来
城
し
、
初
代
小
笠
原
か
ら
松
平
（
熊
沢
蕃
山
の
墓
）
、
奥
平
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（
肥
後
の
地
で
前
野
良
沢
）
、
永
井
、
土
井
（
前
期
は
鳥
羽
城
か
ら
唐
津
城

へ
。
後
期
は
唐
津
城
か
ら
古
河
）
、
堀
田
（
佐
倉
藩
で
順
天
堂
設
立
）
等
々

十
二
藩
の
移
動
が
あ
っ
た
。

土
井
藩
は
越
前
大
野
（
利
忠
時
代
に
洋
学
藩
）
と
刈
谷
（
隣
落
田
原
に

華
山
。
少
々
洋
学
）
に
支
藩
が
あ
っ
て
、
全
藩
共
通
で
蘭
学
を
入
れ
た
。

古
河
土
井
藩
が
鳥
羽
城
時
代
は
蘭
医
河
口
良
閑
を
迎
え
、
中
江
藤

樹
系
学
者
を
多
く
召
抱
え
、
唐
津
に
移
城
し
て
か
ら
は
、
島
原
藩
と

交
代
で
長
崎
奉
行
を
管
し
た
の
で
、
蘭
学
を
直
々
長
崎
か
ら
吸
収
し

た。
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取
り
分
け
河
口
信
任
が
長
崎
栗
崎
道
意
門
下
で
蘭
医
と
な
り
以
降

の
古
河
帰
城
後
は
、
関
学
者
府
見
泉
石
を
指
導
し
た
。
よ
っ
て
佐
幕

開
港
古
河
藩
と
な
り
、
古
河
藩
か
ら
は
杉
田
玄
白
一
族
門
下
、
大
阪

適
塾
門
下
、
伊
藤
玄
朴
の
象
先
堂
門
下
の
医
者
が
多
発
し
た
。

中
で
も
河
口
家
は
足
利
義
輝
に
仕
え
た
水
軍
の
将
で
、
松
浦
藩
に

百
抱
え
ら
れ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
学
の
初
期
及
び
長
崎
蘭
医
学
カ
ス
バ

ル
門
下
と
な
り
、
累
代
医
学
で
土
井
藩
に
仕
え
た
の
で
、
歴
代
河
口

家
の
医
学
資
料
の
殆
ど
は
古
河
歴
史
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
あ
る
。

他
の
土
井
藩
召
抱
え
漢
方
医
系
の
医
書
も
少
し
く
古
河
歴
史
博
物

館
に
集
ま
っ
て
来
て
い
る
。
こ
の
陣
物
館
は
筆
者
が
設
立

・
建
設
委

員
長
と
な
っ
て
、
バ
ブ
ル
期
に
完
成
し
た
の
で
、
古
河
の
医
学
資
料

の
永
久
保
存
は
可
能
と
な
っ
た
事
は
、
欣
快
に
耐
え
な
い
。
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的
医
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築
物
の
保
存
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る
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四
日目

医
学
史
上
大
切
な
資
料
は
散
逸
を
防
止
し
、
保
存
に
全
力
を
挙
げ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
建
築
物
に
関
し
て
は
規
模
が
大
き
く
な
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
実
現
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。

私
の
母
校
で
起
こ
っ
た
残
念
な
事
柄
を
こ
こ
で
恥
じ
を
忍
ん
で
例

証
と
し
て
示
し
て
、
今
後
医
史
学
会
と
し
て
の
取
り
組
み
を
懇
願
し

た
し
。九

州
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
講
堂
は
明
治
三
十
六
年
八
月
に
完

成
し
て
い
る
。
私
が
最
初
の
講
義
を
受
け
た
の
は
こ
の
講
堂
で
あ
っ

た
。
医
家
出
身
で
な
い
私
に
と
っ
て
医
学
に
関
す
る
講
義
が
、
い
か

に
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
か
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
講

堂
が
明
治
の
香
り
が
す
る
木
造
階
段
教
室
で
、
幾
多
の
先
輩
が
使
っ

た
机
に
つ
い
て
、
白
熱
電
球
の
下
で
の
雰
囲
気
は
そ
れ
だ
け
で
も
陶

酔
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
春
は
桜
に
固
ま
れ
る
講
堂
は
、
新
入
生

に
と
っ
て
肱
い
ば
か
り
の
印
象
を
植
え
付
け
た
。

最
初
の
金
関
丈
夫
教
授
（
山
口
県
土
井
ヶ
浜
追
跡
発
掘
調
査
に
あ
た


